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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年12月15日(2011.12.15)

【公開番号】特開2010-112888(P2010-112888A)
【公開日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
【出願番号】特願2008-287018(P2008-287018)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   5/02    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月27日(2011.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量を有した物質の付着または吸着により振動特性が変化し、一端部が固定された梁状
の複数の振動子と、
　前記振動子を振動させる駆動部と、
　前記振動子における振動の変化を検出することで、前記物質を検出する検出部と、を備
え、
　複数の前記振動子は互いに長さが異なり、かつそれぞれ互いに異なる共振周波数を有し
、任意の前記振動子を長さＬとしたとき、長さＬの前記振動子と他の前記振動子との長さ
の差ΔＬが、
　　２（ΔＬ／Ｌ）＞１／Ｑ　　　（ただし、Ｑは前記振動子のＱ値）
となるよう設定され、
　前記駆動部は、複数の前記振動子のそれぞれの互いに異なる共振周波数に応じた周波数
で、複数の前記振動子のそれぞれを独立に振動させることを特徴とする検出センサ。
【請求項２】
　前記駆動部は、
　複数の前記振動子が設けられた基板の一面側に設けられた圧電層と、
　前記圧電層に駆動電圧を印加する電極層と、
　前記電極層に、前記駆動電圧として複数の前記振動子のいずれか一つの共振周波数に応
じた周波数を有した電気的な信号を順次印加する発振制御部と、を備え、
　前記検出部は、前記発振制御部で前記電極層に印加した電気的な信号の周波数に対応し
たそれぞれ互いに異なる共振周波数を有する前記振動子の振動の変化を検出することを特
徴とする請求項１に記載の検出センサ。
【請求項３】
　前記駆動部は、
　前記振動子のそれぞれの固定端近傍に設けられた圧電層と、
　前記圧電層のそれぞれに駆動電圧を印加する電極層と、
　前記電極層のそれぞれに設けられ、前気圧電層に電気的な信号を前記駆動電圧として印
加する発振制御部と、を備え、
　前記発振制御部は、前記電極層のそれぞれに、当該電極層に対応した前記振動子のそれ
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ぞれ互いに異なる共振周波数に応じた周波数を有した電気的な信号を印加することで、複
数の前記振動子を同時に独立して振動させることを特徴とする請求項１に記載の検出セン
サ。
【請求項４】
　前記検出部は、前記振動子に付着した前記物質の量を検出することを特徴とする請求項
１から３のいずれかに記載の検出センサ。
【請求項５】
　前記物質が特定の分子、あるいは特定の特性または特徴を有する複数種の分子であるこ
とを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の検出センサ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　かかる目的のもと、本発明の検出センサは、質量を有した物質の付着または吸着により
振動特性が変化し、一端部が固定された梁状の複数の振動子と、振動子を振動させる駆動
部と、振動子における振動の変化を検出することで、物質を検出する検出部と、を備え、
複数の振動子は互いに長さが異なり、かつそれぞれ互いに異なる共振周波数を有し、任意
の振動子を長さＬとしたとき、長さＬの振動子と他の振動子との長さの差ΔＬが、
　　２（ΔＬ／Ｌ）＞１／Ｑ　　　（ただし、Ｑは振動子のＱ値）
となるよう設定され、駆動部は、複数の振動子のそれぞれの互いに異なる共振周波数に応
じた周波数で、複数の振動子のそれぞれを独立に振動させることを特徴とする。
　複数の振動子を備えた場合においても、任意の振動子と、他の振動子との長さの差ΔＬ
が上記条件を満たすようにすれば、振動子間で振動が伝達することによる悪影響を回避す
ることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　ところで、駆動部は、複数の振動子が設けられた基板の一面側に設けられた圧電層と、
圧電層に駆動電圧を印加する電極層と、電極層に、駆動電圧として複数の振動子のいずれ
か一つの共振周波数に応じた周波数を有した電気的な信号を順次印加する発振制御部と、
を備える。発振制御部では、駆動電圧として複数の振動子のいずれか一つの共振周波数に
応じた周波数を有した電気的な信号を順次印加するが、これはつまり、複数の振動子のう
ち、まず、いずれか一つの第一の振動子の共振周波数に応じた周波数の電気的な信号を印
加する。すると、印加された電気的な信号の周波数に応じた共振周波数を有した振動子が
振動する。この後は、発振制御部は、前記とは異なる第二の振動子の共振周波数に応じた
周波数の電気的な信号を印加する。すると、第二の振動子が振動する。このようにして、
発振制御部で印加する電気的な信号の周波数を順次変えていくことで、複数の振動子を順
次振動させることができるのである。
　そして、検出部は、発振制御部で電極層に印加した電気的な信号の周波数に対応したそ
れぞれ互いに異なる共振周波数を有する振動子の振動の変化を検出する。これには、マル
チプレクサ等を用いることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１８】
　また、駆動部は、振動子のそれぞれの固定端近傍に設けられた圧電層と、圧電層のそれ
ぞれに駆動電圧を印加する電極層と、電極層のそれぞれに、予め定められた周波数を有し
た電気的な信号を駆動電圧として印加する発振制御部と、を備え、発振制御部は、電極層
のそれぞれに、当該電極層に対応した振動子のそれぞれ互いに異なる共振周波数に応じた
周波数の電気的な信号を印加することで、複数の振動子を同時に独立して振動させること
もできる。


	header
	written-amendment

